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い
つ
も
必
ず
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
子
供
は
３
年
生
（
歯
学
部
）

で
す
が
、
親
元
を
離
れ
下
宿
生
活
で
す
。

親
と
違
う
学
部
、
あ
る
い
は
社
会
情
勢

の
た
め
、
卒
業
後
の
進
路
は
心
配
で
す
。

ど
の
保
護
者
の
方
も
、
一
番
気
に
な
る

と
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
〝
就

活
〟
が
話
題
に
な
る
こ
と
も
多
い
で
す
。

そ
こ
で
、
各
学
部
の
就
活
支
援
、
学
生

の
就
活
の
様
子
、
卒
業
後
の
進
路
等
、

具
体
的
に
記
事
に
し
て
い
た
だ
け
る
と

う
れ
し
い
で
す
。

【
回
答
】

　
保
護
者
の
方
が
一
番
感
心
を
持
た
れ

て
い
る
話
題
が
“
就
活
”
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。
多
く
の
方
々
か
ら
同
様
の
ご
意

見
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
２
０
１
２
年

秋
号
は
、「
徳
島
大
学
の
就
職
支
援
へ

の
取
り
組
み
」
を
特
集
記
事
と
致
し
ま

し
た
。
各
学
部
の
就
職
支
援
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
も
お
分
か
り
い
た
だ
け
た

か
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
、
本
学
を
卒
業
し
社
会
で
活
躍

す
る
先
輩
な
ど
に
つ
い
て
も
特
集
を
組

み
、
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

元
海
軍
軍
人
で
、
神
戸
の
ポ
ル
ト

ガ
ル
総
領
事
を
も
務
め
た
モ
ラ
エ
ス

（
1
8
5
4
～
1
9
2
9
）
は
、
晩
年
を

徳
島
で
過
ご
し
、『
徳
島
の
盆
踊
り
』

や
『
お
ヨ
ネ
と
コ
ハ
ル
』
を
は
じ
め
と

す
る
多
く
の
著
作
物
を
遺
す
と
と
も
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
徳
島
を
ポ
ル
ト

ガ
ル
に
伝
え
て
い
ま
す
。
今
年
４
月
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
「
ガ
レ

リ
ア
新
蔵
展
示
室
」
の
第
２
回
企
画
展

示
は
、
こ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
文
人
モ
ラ

エ
ス
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
し
か
も

展
示
会
は
３
つ
の
テ
ー
マ
で
、
３
期
に

分
け
て
行
っ
て
い
ま
す
。

第
１
期
は
主
に
モ
ラ
エ
ス
が
ポ
ル
ト

ガ
ル
に
書
い
て
送
っ
た
徳
島
の
絵
葉
書

の
展
示
、
第
２
期
は
モ
ラ
エ
ス
の
貴
重

な
著
作
物
の
展
示
、
第
３
期
は
現
在
に

お
け
る
モ
ラ
エ
ス
顕
彰
と
ポ
ル
ト
ガ
ル

と
の
国
際
交
流
関
係
の
展
示
で
す
。
こ

の
３
期
の
展
示
会
を
通
し
て
、
モ
ラ
エ

ス
に
と
っ
て
徳
島
と
は
何
だ
っ
た
の
か
、

昔
の
徳
島
に
想
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
新

し
い
徳
島
を
再
発
見
す
る
こ
と
で
、
徳

島
再
生
・
地
域
起
こ
し
に
つ
な
が
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
展
示
会
の
詳
細
は
徳

島
大
学
ガ
レ
リ
ア
新
蔵
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
ガ
レ
リ
ア

新
蔵
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://w

w
w
.

tokushim
a-u.ac.jp/gs/

）

通
じ
て
、
科
学
の
楽
し
さ
や
不
思
議
さ

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
、

地
域
に
お
い
て
も
夏
休
み
期
間
中
の
恒

例
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
ワ
ー
ル
ド
」
で
、
子
ど
も
た
ち
は

手
回
し
発
電
や
ゴ
ム
で
動
く
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
カ
ー
を
作
っ
た
り
、
ロ
ボ
ッ
ト

を
動
か
し
た
り
、
楽
し
み
な
が
ら
熱
心

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
は
今
回
で
16
回
目
を
迎

え
、
本
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
が
成
長
し
、
本
学
に
学
生
と
し
て

入
学
し
て
い
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
未
来
の
徳
大
生
に
、
本
学
を
知

り
、
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
意
味
で

も
大
切
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

蔵
本
キ
ャ
ン
パ
ス
で
弥
生
時
代
前
期
の

用
水
施
設
等
が
発
見
さ
れ
ま
し
た

４
月
９
日
か
ら
行
わ
れ
た
大
塚
講
堂

改
修
予
定
地
内
の
発
掘
調
査
で
、
弥
生

時
代
前
期
の
用
水
施
設
等
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。

蔵
本
キ
ャ
ン
パ
ス
の
庄
・
蔵
本
遺
跡

は
、
徳
島
県
で
最
大
の
弥
生
時
代
前
期

の
初
期
農
耕
集
落
跡
で
す
。
今
回
発
見

さ
れ
た
遺
構
は
、
昨
年
度
に
行
わ
れ
た

藤
井
節
郞
医
科
学
セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴

う
発
掘
調
査
で
発
見
さ
れ
た
水
田
跡
の

50
m
ほ
ど
北
西
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

今
回
発
見
さ
れ
た
遺
構
は
、
用
水
路

と
見
ら
れ
る
幅
１
・
５
m
の
溝
と
、
同

「
学
芸
員
養
成
科
目
の
開
講
に
関
す
る

協
定
書
」
調
印
式
を
行
い
ま
し
た

８
月
22
日
、
徳
島
県
庁
に
て
、
鳴
門

教
育
大
学
、
四
国
大
学
、
徳
島
県
と
本

学
と
の
間
で
学
芸
員
養
成
科
目
の
開
講

に
関
す
る
協
定
が
締
結
さ
れ
、
調
印
式

を
行
い
ま
し
た
。

本
協
定
は
、
学
芸
員
資
格
取
得
の
た

め
に
新
た
に
必
要
と
な
っ
た
「
博
物
館

資
料
保
存
論
」「
博
物
館
展
示
論
」「
博

物
館
教
育
論
」
に
つ
い
て
、
本
学
を
含

む
県
内
三
大
学
と
徳
島
県
が
連
携
し
て

開
講
す
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
科
目
は
、
徳
島
県
の
文
化
の

森
総
合
公
園
文
化
施
設
で
開
講
さ
れ
、

同
施
設
の
職
員
が
講
師
と
な
り
、
一
科

目
に
つ
き
一
週
間
程
度
の
集
中
講
義
と

し
て
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

調
印
式
に
は
、
飯
泉
徳
島
県
知
事
、

田
中
鳴
門
教
育
大
学
長
、
福
岡
四
国
大

学
長
、
本
学
か
ら
は
香
川
学
長
が
出
席

し
、
協
定
書
に
署
名
、
調
印
を
行
い
ま

し
た
。

じ
く
幅
１
・
５
m
の
畝
ら
し
き
も
の
で
、

昨
年
度
発
見
の
水
田
跡
よ
り
も
10
～
20

㎝
高
い
場
所
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

水
田
に
水
を
配
水
す
る
た
め
の
施
設
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
発
見
か
ら
、
朝
鮮
半
島
か
ら

伝
わ
っ
た
と
さ
れ
る
稲
作
が
、
初
期
の

頃
か
ら
農
業
と
し
て
計
画
的
に
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
ま
す
。
ま
た
、

以
前
に
発
見
さ
れ
た
集
落
や
墓
の
遺
構

と
合
わ
せ
る
と
、
当
時
の
人
々
の
生
活

が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
を
知
る
手
が

か
り
と
な
り
ま
す
。
今
回
発
見
さ
れ
た

遺
構
は
、
大
塚
講
堂
の
工
事
に
伴
い
、

埋
め
戻
さ
れ
ま
す
が
、
埋
蔵
文
化
財
調

査
室
で
土
壌
の
解
析
等
は
今
後
も
継
続

さ
れ
、
出
土
し
た
土
器
等
は
保
存
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
16
回 

科
学
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

i
n
徳
島
を
開
催
し
ま
し
た

８
月
４
日
、
５
日
の
２
日
間
、
徳
島

大
学
工
学
部
に
お
い
て
「
第
16
回
科

学
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

i
n 

徳
島
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
子
ど
も
た
ち
が
実

際
に
科
学
実
験
等
に
参
加
す
る
こ
と
を

「
文
豪
モ
ラ
エ
ス
の
徳
島
」展
示
会
開
催
中

第
1
期  「
モ
ラ
エ
ス
が
見
た
徳
島
」

             

7
月
27
日（
金
）～
9
月
7
日（
金
）

第
2
期
「
モ
ラ
エ
ス
の
著
作
」

　
　

      

9
月
10
日（
月
）～
10
月
19
日（
金
）

第
3
期
「
モ
ラ
エ
ス
顕
彰
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
の
交
流
」

　
　

 

　

  

10
月
22
日（
月
）～
11
月
30
日（
金
）

発見された遺構

香川学長、大西工学部長らによる開会のテープカット

左から香川学長、飯泉徳島県知事、田中鳴門教育
大学長、福岡四国大学長


